



























































































































制作依頼時の政治状況ついて確認することがまず必要だろう。事の発端は、大永六年（一五二六） 、細川高国が家臣の香西元盛を殺し こ に始まる。原因は細川尹賢が高国に讒言したためであった。これに対し元盛の兄弟である波多野稙通と柳本賢治が に叛旗を翻した。　
すると、細川晴賢、細川元常、三好政長等が四国から堺に渡海し、柳















































































係が結ばれていたのではないだろうか。馬部氏が指摘するように、義晴と晴元・柳本は連携していたと見て間違い かろう。しか 享禄三年六月刺客によって柳本賢治 殺され、義晴上洛の話は潰えてしまう。　
ここまでの動きをまとめると、大永八年以来、晴元は一貫して、義晴













































国であり、義晴ではなかった。晴元にとって、高国 死んだ以上義晴と戦う理由はなく、かつ、 晴を廃し、義維を立 る大義名分もメリットも軍事力もない。明応の政変においては 日野富子・伊勢守などの幕府内の後楯・承認が細川政 にあったが、晴元の場合は、そうした後楯もなかった。義維を立てても、各方面からの支持が得られる見込みがないのである。のみならず、義維を将軍と て推戴するには、義晴支持勢力との戦いに勝ち抜かねばならないが 元にそれだけの軍事力 能力あったとは考え難い。後に義昭を推戴して入京 織田信長でさえも畿内近国を平定するのに、多くの時間と労力を費や ている。まだ十代で、 しかも三好以外 十分な もた い晴元が と手を結び、京兆家当主になる道を選ぶのは当然であろう。　
一方、元長の最重要目標は、三好之長の仇打ちと、権益拡大、地位・





















る金烏と白兎となり、三つ目の実が桑実山（繖山）になったと桑実山の由来を語るのだが、そ 後のストーリー展開の中で、金烏と白兎は全く登場せず、なぜ必要なのか不明である。桑実 由来を語る には、 「桑の実が落ち桑実山になった」で十分 しかし実は、金烏と白兎この絵巻で重要な役割を果たしている。 これは下巻ラストシーンの日光・月光菩薩の飛来の伏線である。鑑賞者がそれを読み解くことを、この絵巻制作者は想定しているの　
さて、白兎の視線に導かれ、第五・六紙に進むと、そこは二紙を繫い


































た。和尚は、 「琵琶湖は弁財天の浄土であり、天女が徳輝を輝 龍王と化し琵琶を尊形とします。こ 湖はその像であり、竹生島は福聚を掌ります。弁財天は八大龍王の変化、湖水 下は竜宮城です。龍宮城には生身の薬師如来が安置されており、この尊天 擁護 より薬師如来が出現し御病気が忽ち治る御瑞夢です。精誠を致し、叡慮を らせるべきでしょう。 」とお答え た。天皇はその話に聞き入った。　
絵：粟津の宮で天智天皇が、中臣鎌足長男定恵を召し、香衣の定恵の















を行わせた。すると海底に金色の光が現れ 竜宮城の東門である粟津の磯辺に生身の薬師如来が現れた。 その光 、 阿閇皇女 病床に差し込み、姫の病は速やかに平癒した。　
絵：第十六紙・十七紙の二紙に渡り、七光寺での盛大な法会が描かれ
る。本堂では高僧が論議を行い、庭では多くの僧 仮屋に控え、雅楽が演じられ、楽屋では次の舞人が準備をする。三人 公家 庭 座り その後ろや、本堂の縁に 見物人が詰めかけている。覗きに来 二人の者は追い払われる。法会 場面は異時同図である 論議と雅楽という異る時間に行われた行事を同図で描いている。　
また、阿閇皇女は平安時代の源氏絵風俗で描かれていたが、法会の見












で見物しており、しかも三人しかいない。そして 公家 後ろ 見物する人々もほとんど 女性である。男性の見物人は長小結の少年と武士が一組、後は僧・稚児で七人しかおらず、しかも末席 つまり、男性はほとんどが役目として法会に参加してい のであり、自らやってきた見物人は、ほとんどが女性である。これも珍し ことである。　
くわえて、 「竜宮城の東門粟津の磯辺」 薬師如来が現れたとするが、
粟津は琵琶湖の西岸であり、東方浄瑠璃界を表すためなの 、桑実寺は琵琶湖東岸であり、下巻 薬師如来が東岸に移動する伏線 明ある。　
ラストシーンは、 唐崎の松が描かれ、 ここが大津の宮であること示す。
唐崎は天智天皇が奈良の三輪山から大己貴神を大津に勧請 た際に、神
が琵琶湖を渡り、 降り立った地とされており、 天智天皇縁の名所である。祭神は女別当命で琴御館宇志の妻とされる。 やはり女性が主人公である。ここでも、 鑑賞者は唐崎の松の由来を知っていることが求められている。そして、大樹で始まった上巻は大樹で締めくくら 。　
上巻を見終わった鑑賞者は、この絵巻は女性が主人公の絵巻であるこ























付近の院家と繖山が描かれる。 第七紙は桑実寺で、 定恵が堂供養を行い、結願に集まった人々が描かれる。結願者の何人かが指差し、手をかざして見ている方向に目を移すと、瑠璃石 上に岩駒と薬師如来 立っている。　
先行研究は下巻第一段が桑実寺から見た景観と一致することを指摘
し、現在石仏巡り第一番がある岩上から周囲を見渡した景観を描いたものと た。そし 、桑実寺一帯の土地全体像を表そうと ているのは、義晴が身を置く桑実寺を絵に描いて顕示し、絵 描かれるほどの土地あることを見せようとしたとする。確か 、岩上から見た景観と絵巻に描かれた安土の景観はよく似ている。土佐光茂は桑実寺を訪 てい こ
とが『実隆公記』享禄五年五月二十日条から確認でき、光茂が桑実寺近辺から見た 景を基にこの場面を描いたことは間違いないだろう。安土城建築以前の安土の景観を知る材料として興味深い。　
しかし、 『桑実寺縁起絵巻』が単一固定視点からの実景描写であると
いう点については、再検討が必要だと思われる。桑実寺本堂・瑠璃石を、描かれているような高い視点から見る ができ 場所は存在しな 。豊浦の集落も実際 り近く、大きく、高い視点 描かれ いる。つまり、実景を基に描いているが、単一固定視点から見た図ではないのである。また、高い地点から下方に広がる世界を見下ろす構図は、湯木美術館蔵『春日曼荼羅』 （鎌倉時代）や、遊行寺蔵『一遍聖絵』にもみられ、霊地を描く場合に多く用いられた俯瞰図である。 桑実寺縁起絵巻』も写生画ではな 、霊地 描いて ると思われる。　
では、第一段の俯瞰景観描写は何を描いているのであろうか。結論を








































れる川によって灌漑されていたことがわかり、それは現在の地図からも確認できる。桑実寺が位置するのは桑実山から豊浦庄に流れる川 中で最大の川の上流にあたる。つまり、水源 位置しているのである。寺が豊浦庄にとって重要な寺であることは のこと らも明らかである。　
そして、 「江州蒲生郡豊浦庄与須田村山論立合絵図」では、山 麓か


















地図 1 桑実寺周辺地図 太直線を書き入れた場所が『近江蒲生郡志』による推定古代豊浦庄西限 曲線で
囲った地域が安土城下町  国土地理院電子地図を基に作成     瑠璃石 石仏巡り第 1番岩 
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は桑実山から離れた地域という意味だろう。　『桑実寺縁起絵巻』の下巻第一段に描かれた田は、桑実山に近いところと川添いの平地の田が大きく、安土山に近い桑実山から離れた田は小さい。これは、 「 の前」 ・ 「山の後」を描いているのだろう。但し、水田は水平に作るもので、 傾斜している田はありえな 。 『桑実寺縁起絵巻』の傾斜し波打っているような田は、 「うねうねと続く田」を描いている　また、近世に桑実山を挟んだ隣村の須田村と、桑実山の境をめぐって
相論が起きたことが、 「江州蒲生郡豊浦庄与須田村山論立合絵図 からわかる。桑実山は柴をはじめとする 活物資を得る、豊浦庄にとって重要な山であり、豊浦庄と桑実寺は一体 存在である。つまり、中世においては寺の建物だけが桑実寺なので なく、桑実寺が小別当を務める豊浦庄・桑実山を含めて桑実寺である。中世荘園制をふまえて、解釈する必要があると思 れ　
続けて第六・七・八紙を見ていこう。第五紙の川の流れに沿って目を進
めていくと、水源である繖山が描かれ、谷筋に中門 院家が現れる。中門を潜ると桑実寺本堂が現れ、定恵が堂供養を行っている。香衣の定恵を導師として、黒衣・墨染の僧が並ぶ。縁には結願者 座 が、ここでも中央を占めるのは、被衣の女性たちである。　
門の南側には髭を蓄えた武士の一団、尼・被衣の女性が座る。 寺






















































ではなく、観音正寺であることに気づく 非常によく似た建築物が並ぶが、建物の配置も建物の細部も、境内の地形 異なっている。そして、二つの寺を比べると、 築物や地形が異なるだけでは く そ に集う人々も異なっているこ に気づく。桑実寺には、観音正寺に見られた巡礼者や麓の住民はい い。桑実寺参詣者は、本堂内の武士二人を除き、被衣の女性たちと稚児や弟子を連れた僧侶である　
本堂前には、末広扇を持ち元明天皇の方角を指す僧綱襟の高僧と山伏

























異なっているのは 天智天皇が下巻では登場しないことである。なぜ、天智天皇が登場しないのであろうか。 そこで、 上巻の天智天皇を振り返ってみると、天智天皇は阿閇皇女を案じる父として登場している。下巻で天智天皇が登場しないの 、阿閇皇女 成長し、自らの意思で桑実寺に来る物語を描くためである。してみると、下巻で桑実寺に来た人物・仏は、全て自らの意思でや きたことに気づく。上巻 は、定恵も薬師如来も招かれてやってきた。天智天皇と阿閇皇女は七光 法会に出席なかった。し し下巻では、薬師如来も、定恵も、元明天皇も自らの意思で桑実寺に来ているのであ 。　
しかし実際には、元明天皇の近江行幸は記録がない。むしろ、古代





仏典・古典の漢語を駆使した難解 詞書を読み なすことができ、 歴史・地理にも通暁した教養ある人物である。しかも、じっくりと絵巻を見直すことのできる人物である。　
そして、元明天皇が主人公であること、源氏絵のような阿閇皇女の登
場や、室町期公家女性を取り巻く世界が桑実寺に描かれていること、上流階級の女性が数多く描かれ参詣者の中心であること、弁財天や八歳龍女など女性 仏が語られること、桑実寺は定恵所縁の寺す わち、藤原氏ゆかりの寺として描かれていること ら、鑑賞者と て想定されているのは、公家 女性だと思わ る。　
むろん、鑑賞者としてまず想定されているのは、足利義晴である。
































光寺建立譚であり、全て伏線である。下巻のクライマックスは、後から乙姫元明天皇が寺に来ると、金烏・白兎、雉の番いの本性である日光・月光菩薩が桑実寺 揃い、桑実寺が完全な形になると う部分 。そして、女性 主人公であり 室町期の都に住む公 女 の生活空間と酷似して描かれていることが分かった。こ 絵 は「過去と現在、現実と物語」が融合しているのである。　
第三節では絵巻の主題を検討し、 制作目的の仮説を提示した。 下巻は、

































 『二水記』大永七年十一月 六・十八・十九・二十九日、十二月九・十七 、大永八年正月十七・二十八日、二月九日、三月六・十八・十九日条。
（
（0）
 『二水記』大永八年三月六日、四月二日、五月二 十四・二 八日条。
（
（（）
 馬部隆弘「 「堺公方」期の京都支配と柳本賢治」 （ 『ヒストリア』二四七号、二〇一四年） 。
（
（（）
 『二水記』大永八年七月二十九日、享禄元年八 十 二十八 九 八 、閏九月二十二日条。
（
（（）






















 「南行雑録」一、 （東京大学史料編纂所所蔵謄写本） 馬部隆弘「桂川合戦前夜の細川晴元方による京都包囲網」 （ 『戦国史研究』六五、 二〇一三年） 。
（
（（）
 『後法成寺関白記』 享禄元年六月二十三・二十四日、 七月三・十三・十七・二 二日、八月六・二十六日条。
（
（0）
 奥野高廣「 「堺幕府」論」 （ 『日本歴史 三二八、 一九七五年） 。
（
（（）
 『二水記』享禄三年六月二十九・三十日、七月十四日、 二 四日条。
註（
（）
 「厳助往年記」天文三年六月二十九日条（史籍集覧） 。 『お湯殿の上の日記』天文三年九月三日条。
（
（）
 黒島敏「山伏と将軍と戦国大名」 （ 『年報中世史研究』二九、 二〇〇四年） 。湯川敏治「足利義晴将軍期の近衛家の動向」 （ 『日本歴 』六〇四、 一九九八年） 。高梨真行「将軍足利義輝の側近衆」 （ 『立正史学』八四、 一九九八年） 。
（
（）
 吉田友之「桑実寺縁起絵考（上） ・ 下）―土佐光茂試論（四） ・ （五） 」 （ 『芸術論究』四・六編、一九七七・一九七九年） 。
（
（）
 榊原悟「 『桑実寺縁起絵』詞書小解」 （ 『ＭＵＳＥＵＭ』四〇一号、一 四年 。
（
（）
 島谷弘幸「 「桑実寺縁起」 と 條西実隆」 （ 『古筆学拾穂抄』 木耳社 九七
（
（）
 鈴木景二「現地調査から見た在地の世界―近江国薬師寺領豊浦荘・興福寺領鯰江荘」 （佐藤信・五味文彦 『土 在地の世界をさぐる―古代から中世へ―』山川出版社、一九九六年） 。
（
（）
 松木裕美「 『桑実寺縁起絵 にみる古代薬師・観音伝説」 （ 『東京女学館短期大学紀要』二三、 二〇〇〇年） 。
（
（）
 高岸輝「琵琶湖岸の同床異夢―足利義晴 三條西実隆と「桑実寺縁起絵巻 」（ 『室町絵巻の魔力』吉川弘文館、二〇〇八年） 。
（
（）
 亀井若菜「 「桑実寺縁起絵巻 研究」 （ 『國華』一一九三号、一九九五年 表象としての美術、言説として 美術史』ブリュッケ、二〇〇三年に再掲。
（
（0）
 同「 「桑実寺縁起絵巻」 について」 （ 『表象としての美術、 言説 して 美術史』
（
（（）
 末柄豊 細川氏の同族連合体制 解体と畿内領国化」 （石井進編『中世の法と政治』吉川弘文館、一九九二年） 。設楽薫「将軍義晴期における「内談衆」成立（前編）―享禄四年「披露事条々」の検討を出発点として―」 （ 『室町時代研究』一、 二〇〇二年） 。山田康弘『戦国期室町幕府と将軍 吉川弘文館、二〇〇〇年。
（
（（）
 池享「戦国・織豊期の朝廷政治」 （ 橋大学研究年報
　『経済学研究』三三、











































































 観音正寺・桑実寺建物の比定は、 藤井恵介氏の御教示を得たが、 不正確な描写で、建物を確実に比定することはできなかった。
（
（（）
 前掲注（９）亀井著書。 「宗吾大草紙」 （群書類従二二輯武家部）六〇六、 六一一頁。瀬田勝哉「公方の構想」 （ 『洛中洛外の群像』平凡社、一九九四年 。二木謙一「偏諱授与および毛氈鞍覆・白傘袋免許」 （ 『中世武家儀礼の研究』吉川弘文館、 九八五年） 。
（
（（）
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